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フォーラム・セミナー報告

フォーラム開催趣旨

本プロジェクトは、平成17年度から試行的に実施している「ＴＡを活用した授業」の実施結果を検証し、
その効果測定をおこない、全学的なＴＡ制度の導入等を検討することを目的としている。
また、授業支援ＳＡ（スチューデントアシスタント）制度について、
問題点を明らかにし、改善施策を取りまとめる。

　「思考し表現する学生を育
てる」ことは、今日の大学
教育において、いっそうの
重要性をおびつつあります。
ところが教員は、思考や表
現に関する指導や評価につ
いて、いまだ経験則以上の
ものをあまり持ちえていな
いのが現状です。
　この問題について本学が幹事校として加盟する関西
地区ＦＤ連絡協議会（FD 連携企画 WG）で昨年度シン
ポジウムを開催したところ、「もう少し議論を深めた
い」、「時間をもっとゆったりとってほしい」との意見
が多数ありました。そこで今年度は関西大学と関西地
区ＦＤ連絡協議会の共催により同じテーマでワーク

ショップを開催することにしました。当日は小講演や
事例紹介のほか、参加者同士で各大学・授業における
課題を議論するグループワークもおこないました。

フォーラム開催趣旨

　『思考し表現する学生を育てる－書くことをどう指導し、評価するか？－』をテーマに昨年12月12日、
第2学舎 C507教室において第２回ＦＤフォーラム（ワークショップを含む）を開催しました。今回は、関
西地区FD連絡協議会と共催し、学内外の大学教員50名以上の参加がありました。大学の種別や規模、学問
分野の違いを超え活発な議論が行われ、本テーマへの関心の深さがうかがわれました。また、小講演や事例
発表では先進的な取組や教育実践についての発表がありました。

　私たち大学教員には、授業づくりに
ついてじっくり語り合う機会はほとん
どありません。このワークショップで
は「学生の思考力・表現力を育てたい」
という願いを共有する大勢の参加者が
学内外から集まりました。
　前半のプログラムでは文章表現教育

の独創的な実践事
例が紹介され、後
半は分科会にわか
れてグループごと
に日頃の悩みや工
夫を報告し合いま
した。グループの

成果を分科会で深め、それをふまえて
全体で議論することにより、授業づく
りの課題が見えてきました。
　印象的だったのは、参加者が協同的
に描いた「思考と表現」の階層構造です。
一番下の「人間関係（継続的なかかわ
り）」という土台に「学習意欲（感情）」
や「問題意識（発問）」の層が重なります。
その上に「論理的思考
（データ分析）」の層が
続くのですが、参加者
の多くがここでつまず
いているようでした。
さらに、これらをいか
に専門科目と接続する
のか？という問いが加
えられました。
　「思考と表現」の教

育は、これらの階層を丹念に積み上げ
ていくことで実現しますが、授業づく
りにこれだけ複雑な構造が求められる
としたら、教員一人の努力だけでは限
界があるのではないでしょうか。私た
ち大学教員が自身の「授業力」を高め
合うための専門的な教育開発支援が必
要になる、と痛感しました。

学生の思考力と表現力を
育てるためには
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開会の挨拶：
市原靖久 副学長

事例紹介：三浦真琴 教授（教育推進部）

ワークショップでの議論

受講生からの発表
尾﨑　史歩
（政策創造学部１年生）

●授業支援ＳＡ制度について
　教務センターの
設立とともに授業
支援ＳＡ制度が導
入され各学舎にお
いて運用されてい
る。授 業 支 援ＳＡ
は授業の教育効果
を高めるために、
担任者が授業運営
において行わねば
ならない軽微な用
務を主に行う。短
い休憩時間にプロ
ジェクターの設置

や配付資料の
セット等の授
業準備に追わ
れていた教員
からは概ね良
い評価をいた
だいているが、
授業支援ＳＡ
にどこまで依頼できるのかが分からない等の戸惑いの声も
寄せられていた。そのため本プロジェクトでは、『授業支援
ＳＡ活用のガイドライン』および『授業支援ＳＡを活用す
るにあたっての留意事項』を策定し全教員へ配付する等、
積極的に広報活動を行った。また、授業支援ＳＡ研修制度
の検討を行い、全体研修に加えて、初級・上級等の階層別
研修や学舎別の研修を実施している。

●ＴＡ制度について
　ＴＡの制度化についてはやや検討が遅れ、従来の試行的
な運用を継続的に行っている。ＴＡ制度の輸入元であるアメ
リカの先進的な事例を調査し、国内にある他大学への実施
視察等を行ったが、大学の規模や目的、学生・大学院生・

教員の構成比率、設置形態等の差もあり、画一的なＴＡ制
度は存在せず、各々の大学に合った制度を手探り状態で行っ
ていることを再確認した。本学の学部教育をより充実させ
るために教育プログラムに合った独自のＴＡ制度について、
引き続き検討が必要と考えている。

●その他の成果
　授業支援ＳＡ制度を検討・運用していく中で、新たな可
能性とニーズを発掘することができた。それは、全学共通
科目「スタディスキルを身につける」等の初年次科目にお
いて、過去に受講した経験をもつ学部生を授業の中で活用
することであった。我々はこの学生をＬＡ（ラーニングアシ
スタント）と位置づけた。このＬＡは、初年次学生にとっ
ては、ほぼ同年齢の学生が能動的に学習している姿を示す
ラーニング・モデルであり、学習の支援を担うファシリテー
ターであり、スキルを身につけた自らの成長の軌跡を伝え
るメッセンジャーとして活躍している。
　なお、この新たなＬＡを中心とした本学の取組「三者協
働型アクティブ・ラーニングの展開」は、平成21年度文部

科学省の大学教育推進プログラムに採択された。

●今後の課題
　本プロジェクトの今後の課題は、本学の教育を支援する
ＴＡ・ＬＡ・ＳＡそれぞれの役割を明確にした上で制度設計

を行い、各教員が共通の認識のもと積極的に活用していた
だけるよう学内広報を行う必要がある。

目的

授業支援SA　活用のガイドライン

SA研修会（平成20年度春学期）

「スタディスキルを身につける」の授業でファシリーテートするLA

プロジェクト【ＴＳネットワーク】中間報告

関西大学第２回ＦＤフォーラムを開催しました。

ワークショップ参加者報告


